
お話の学習指導案

教育目標

題名

年齢

主題

キーワード

韓国文化

韓国語

	㎝ ようじ（3~5さい)

	㎝ もくひょう：じぶんがあたえられたしごとを、せきにんかんをもって
することをしる。

	㎝ しゅだい：せきにんかん

	㎝ あい、たなばた、ぼくどう、ゆらいのおはなし、あまのがわ、ねんじ
ゅうぎょうじ、はたおり

	㎝ もくひょう：かんこくのなつのせっくである、たなばたについて	
まなぶ。

	㎝ ようそ：たなばた

	㎝ もくひょう：きょうみをもっておはなしきいて、ひこぼしとおりひめ	
があうひについてまなぶ。

	㎝ たんご：견우（キョヌ）、직녀（チンニョ）、칠석（たなばた)
	㎝ ひょうげん： 	
견우와 직녀는 칠석에 만나요. 	
(キョヌとチンニョはたなばたにあう。）

	㎝ キョヌとチンニョ



口演 活動内容

題名 を教える

お話の始まりの歌を歌う

おへそにお手てをあてて、こんにちは！
みなさん、こんにちは。わたしはみなさんにたのしいお話をる‘○○○’、
うつくしいお話のおばあちゃんです。

きょう、おばあちゃんがするおはなしは、タイトル、さっさとでてこい！
"キョヌとチンニョ"です。
キョヌ（ひこぼし）はてんごくでうしをつれたぼくどうです。チンニョ（おりひめ）

はふくじをつくっていたひめでした。ふたりはひとめぼれして、おたがいをあい
するようになりました。しかし、キョヌとチンニョはいちねんにたったいちにち
だけ、あうことができるといいます。どうして、いちにちだけあうようになったの
か、おはなしのなかにいっしょにはいってみましょうか？

"キョヌとチンニョ"のおはなしのなかへ、しゅっぱつ！
♬ いち にい さん し！ お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～ 

ごあいさつ



口演 活動内容

お話を聞かせる

はるかとおいむかし、てんごくのおうさまにはやさしく、うつくしいむすめが
ひとりいました。ふくじをじょうずにつくったので、チンニョとよばれました。て
んごくのひとびとはチンニョがつくったふくじで、ふくをつくってきました。

てんごくにはなのかおりがあふれる、はるがきました。チンニョはのはらのき
れいなはなたちをとってきて、ふくじにししゅうすることにしました。チンニョ
はきゅうでんのそとにあるのはらにでました。そのとき、とおくからうしのむれ
をつれている、ひとりのだんせいがみえました。かれはうしをつれて、はっぱ
でふえをふきました。チンニョはくさぶえのおとに、すっかりききいってしまい
ました。
“あ、くさぶえのおとが、わたしのこころをひびくなぁ。”
くさぶえをふいていたおとこも、チンニョをみてすぐにチンニョにこころをう

ばわれました。
“わたしはうしのむれをつれたぼくどう、キョヌといいます。”

キョヌとチンニョはおたがいみてすぐにひとめぼれして、すきになりました。
チンニョのむこがねをさがしていたおうさまも、うしをいっしょうけんめいに
せわするキョヌを、とてもきにいりました。ふたりはてんごくでひとびとにおい
わいしてもらいながら、けっこんしきをあげました。ふうふになったキョヌとチ
ンニョは、しあわせなじかんをおくりました。

“チンニョさま、おてんきもいいので、おはなをみにいきましょうか？”
“キョヌさま、うしをみなければいけないのではないですか？”
“うしはのはらにはなしておけば、かってにちゃんとすごしますよ。”



口演 活動内容

お話を聞かせる

キョヌとチンニョはしなければいけないしごとをわすれて、まいにちまいに
ち、やまとのはらにあそびにでました。

“ふくじはいつつくり、うしはだれがめんどうをみるのかと、あんなにまいに
ちあそんでいるのか？”
“ほほほ、いまがいちばんいいときですからね。すぐにまた、しごとをし 

ますよ。”
てんごくのひとびともさいしょはキョヌとチンニョがあそぶすがたをあたたか

くみまもりました。

しかし、じかんがすぎても、ふたりはあそぶだけでしごとをしませんでした。
“ふくじがすべてなくなって、ふくをつくることができないよ。”
“うしたちがくさをたべないから、げっそりやせているよ。”
てんごくのひとびとは、それいじょうがまんができずにおうさまにいいまし

た。このことばをきいたおうさまは、とてもおこりました。おうさまはキョヌと
チンニョをよんで、ふたりにおおきなばつをあたえました。
“おまえたちふたりは、すぐにきゅうでんのそとにでてべつべつにくらせ！チン

ニョはあまのがわのにしがわに、キョヌはひがしがわにくらして、いちにちも
やすまないではたらくのだ！”

やっとまちがいにきがついたキョヌとチンニョはなみだをながして、ゆるして
もらおうとしました。そしてまちがいをくやんで、いっしょうけんめいにはたら
きました。そのすがたをみたおうさまは、いちねんにたったいちどだけ、ふた
りがあえることをゆるしました。



口演 活動内容

お話を聞かせる

そのひがちょうど、きゅうれきの７がつ７にちで、たなばたでした。ふたりはた
なばたをまって、いっしょうけんめいにはたらきました。

じかんがすぎて、やっとたなばたになりました。キョヌとチンニョはすぐにあ
まのがわにはしっていきました。しかし、ぎんいろのかわはひろくてふかく、わ
たることができませんでした。キョヌとチンニョはおたがいのなまえをせつな
くよんで、わぁわぁとなきました。ふたりがながしたおおくのなみだが、もりと
むらのすべてをみずびたしにしてしまいました。
“これはどうしたことなのか？せかいがぜんぶ、みずびたしじゃないか。”
“これはキョヌとチンニョがおたがいにあえなくて、かなしくてこぼしたなみ

だだ。”
ちじょうにすんでいたひとびととどうぶつたちは、たなばたになるとおおく

のあめでこうずいにあうことになりました。

そしてまた、じかんがすぎて、つぎのとしのたなばたになりました。キョヌとチ
ンニョはあまのがわをあいだにおいて、おたがいのまなえをよんで、なきはじ
めました。

そのときでした。カラスとカササギがとんできて、あたまをあわせてながく、じ
ょうぶなはしをつくりました。

“キョヌさま！チンニョさま！すぐにあまのがわをわたってください。これから
はわたしたちがはしをつくってあげます。”
カラスとカササギがつくったはしのおかげで、ふたりはついにあうことがで

きました。



口演 活動内容

お話を聞かせる

“キョヌさま！ううっ、あいたかったです！”
“チンニョさま、このあいだ、どうすごしましたか？”
やっとあえたふたりは、うれしさのあまりなみだをこぼしはじめました。そし

たら、そらのしたにしとしと、あめがふり、じめんをぬらしました。ひとびとは
カラスとカササギがつくったはしをうじゃくきょうとよび、かんしゃしました。

まいとしたなばたになると、キョヌとチンニョはうじゃくきょうのおかげであ
うことができるようになりました。いまでもたなばたになると、あめがふりま
す。ふたりがこぼすよろこびのなみだのせいですね。



口演 活動内容

みなさん、おばあちゃんがしたおはなしをよくききましたか？
キョヌ（ひこぼし）とチンニョ（おりひめ）はいちねんにいっかいだけ、あう

ことができました。そのときキョヌとチンニョが、あまのがわをわたることが
できるようにてつだってくれるともだちがいましたよね？そうですね。カラス
とカササギがはしをつくってくれました。そのはしをうじゃくきょうとよびま
す。そのため、あいするひとびとがおたがいにあうことができるようにたす
けるひとびとを、うじゃくきょうとよんだりします。

みなさん、キョヌ（ひこぼし）とチンニョ（おりひめ）がいつ、あうことがで
きるか、おもいだせますか？
そうですね。キョヌとチンニョはたなばたにあいます。たなばたはきゅうれ

きの７がつ７にちです。むかしはたなばたにじょせいがふくじをつくる、はた
おりをしました。チンニョのように、ししゅうがうまくなるようにしてほしい
とおねがいしました。またたなばたがすぎると、しめっぽいふくをかわかし
たりしました。
たなばたにきょうみがあるおともだちは、‘どらんどらん　お話ホームペー

ジ’でくわしいないようをしらべてみてね！

韓国文化, 韓国語を紹介する



口演 活動内容

お話のあとのうたをうたう

ごあいさつ

みなさん、もうおしまいのじかんです。"キョヌとチンニョ"のおはなし、たのし
かったですか？
おたがいをあいしたキョヌとチンニョはうけもったしごとをしないで、あうこと

ができなくなりました。みなさんもじぶんがひきうけたしごとがあれば、さいご
までできるようにしてください。がっこうでもいえでも、ともだちのあいだでも、
せきにんかんをもって、ひきうけたしごとをさいごまでできるみなさんになって
ください！

そしたら、お話のおわりのうたをいっしょにうたいながら、おばあちゃんとあ
いさつします 。 お話のおわりのうた、はじまり！
♬ いち にい さん し！お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？ 
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～

おへそにお手てをあてて、ごあいさつ！
みなさん、つぎのうつくしいお話のおばあちゃんであいましょう。
さようなら！

お話を整理する 


